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小宮三千夫 

あいだみつお｢にんげんだもの｣へ 

 

1. うそはいわない 

ひとにはこびない 

ひとのかげぐちはいわぬ 

わたしにできぬことばかり. 

みつを 

 

うそもしゃべるし 

ひとにもこびる 

ひとのかげぐちをいえば 

きぶんはすっきり 

わたしはぶをわきまえている 

みちお 

 

2. あなたの顔をみていると 

こころの中の 

波がしずまる 

みつを 

 

あなたの顔をみていると 

なんだか 

むなさわぎがしてくる 

みちお 

 

3. あたまじゃ 

わかっているんだが 

みつを 

 



からだは 

おぼえているんだが 

みちお 

 

4. うつくしいものを 

美しいと思える 

あなたのこころが 

うつくしい 

みつを 

 

うつくしくないものを 

美しいと思える 

あなたのこころが 

うつくしい 

みちお 

（もしくは・・・） 

うつくしくないものを 

美しいと言える 

あなたのこころは 

けがれてる 

みちお 

 

5. 感動とは 

感じて動く 

と書くんだなあ 

みつを 

 

感電とは 

電気を感じる 

と書くんだなあ 

みちお 

 

 


